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平
成
21
年
7
月
1
日（
水
）、
曹
洞

宗
檀
信
徒
会
館「
芙
蓉
の
間
」に
お
い

て
委
員
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
今
期

出
向
者
約
50
名
の
委
員
の
参
加
し
ま

し
た
。

　

宮
下
副
会
長
に
よ
る
開
会
の
辞
の

後
、
久
間
会
長
よ
り
今
期
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
あ
る「
い
の
ち
の
声
に
耳
を
澄

ま
す
」を
根
底
に
お
い
た
活
動
を
、
と

挨
拶
し
て
各
委
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
会
長
よ
り
出
向
者
へ
の
委

嘱
状
授
与
が
行
わ
れ
、
各
自
と
も
決

意
の
表
情
で
受
け
ま
し
た
。

　

次
に
、
各
委
員
会
毎
に
分
か
れ
て

席
に
つ
き
、
そ
こ
に
執
行
部
が
交
互

に
加
わ
っ
て
、
今
期
の
会
務
に
つ
い

て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
意
見
交

換
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
各
委
員
か

ら
も
執
行
部
に
忌
憚
の
な
い
意
見
が

寄
せ
ら
れ
、
執
行
部
も
真
摯
に
受
け

答
え
し
ま
し
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
講
評
と
し
て
久
間
会
長
よ
り
、

「
そ
れ
ぞ
れ
が
各
管
区
、
各
青
年
会

か
ら
の
推
薦
に
よ
る
出
向
者
で
あ
る

と
い
う
自
覚
を
持
ち
、
会
則
、
特
に

第
三
条（
会
の
目
的
）と
第
五
条（
会

の
事
業
）を
し
っ
か
り
と
理
解
し
た

う
え
で
会
務
を
執
行
し
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

総
会
の
最
後
に
は
、
総
合
教
育
研

究
所
代
表
・
石
橋
正
利
氏
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

翌
2
日
に
は
、
第
3
回
理
事
会
・

特
別
委
員
会
が
開
催
。
各
委
員
会
か

ら
事
業
報
告
、
事
業
予
定
等
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
基
幹
事
業
委
員

会
へ
の
質
疑
に
多
く
の
時
間
が
割
か
れ
、

基
幹
事
業
委
員
会
に
よ
る
電
話
相
談

窓
口
の
開
設
を
、
満
場
一
致
を
も
っ
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。（
5
、7
頁
参
照
）

　

続
い
て
、災
害
対
策
に
関
す
る
特
別

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、先
の
総
会
で
上

程
さ
れ
た『
災
害
救
援
体
制
の
素
案
』

の
検
討
と
、
そ
の
素
案
に
基
づ
い
た
災

害
復
興
支
援
部
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

と
パ
ー
ト
ナ
ー
の
人
選
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
ま
し
た
。（
１
４
６
号
5
頁
参
照
）

◎日程
平成21年7月1日
午後1時～午後2時45分　第3回執行部会
午後3時～午後5時　委員会総会　
午後5時～午後6時　各委員会・事務局会議　
　　於：曹洞宗檀信徒会館4F　芙蓉の間
午後6時30分～　懇親会　
　　於：曹洞宗檀信徒会館6F　パンセ

平成21年7月2日
午前9時～午後4時　第3回理事会・特別委員会

◎委員会総会次第
1、開会の辞：宮下副会長
2、あいさつ：久間会長
3、委嘱状授与
4、第18期全曹青運営方針について
 ：神谷事務局長
5、委員会会計業務について
 ：会計担当渡辺、監事
6、委員会ディスカッション
7、ディスカッション講評
8、講演「モチベーション管理について」　
 講師：総合教育研究所　代表　石橋正利氏
9、閉会の辞：河村副会長

平成21年度全国曹洞宗青年会委員会総会開催

詳細は『般若』ウェブサイトにて！！ 全曹青 検索


